
気仙沼部門
気仙沼市復興支援

２０１１年３月１１日のあの日から井川中では気仙沼市の復興支援を継続してきました。

①特産品の通信販売

事前注文受付（商品は当日手渡し）

②復興状況のお知らせ（２年部学年発表）

③観光パンフレット 配付

④観光キャラクター「海の子・ホヤぼー

や」と一緒に募金活動（約１１，０００

円集まりました。）

日の出凧の贈呈

昔から気仙沼地方では凧のことを「天旗」

（てんばた）と呼び，色鮮やかな「日の出凧」

など独特の凧がつくられ親しまれてきまし

た。「天旗」には大漁，豊作の願いが込めら

れています。

日の出は英語で「rising sun」（ライジング

・サン）。井中生が将来，「世界という大空

で輝く太陽」のように活躍することを祈って

贈られました。



開閉祭式部門
９月４日（金），体育館で開祭式を行いました。３年生の生徒会執行部が中心になって企画を考え

ました。「足つぼスリッパリレー」は，全校生徒で盛り上がることができました。

９月５日（土），井中祭の昼時間帯には，「スタンプラリー」と称して，さまざまなゲームを用意

し，お客様に楽しんでいただきました。

閉祭式では，野球部の３年生が，部活動を引退する美術部の３年生に激励のメッセージ。そして，

生徒会執行部がステージに勢揃いする最後の場ともなり，花束贈呈に続きそれぞれが感動的なスピー

チをしました。最後はテーマソングを全校生徒で歌って締めくくりました。



ステージ部門 

英語暗唱・弁論 

          
          

 

                          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

                      

 

1 年生スキット 「日本のお正月」  

おせち料理や書き初めなど日本のお

正月の様子について，手作りの小道具

を使いながら，英語で楽しく紹介して

くれました。  

３年生弁論  

My ‘Omoiyari’ Town, Ikawa 

笑顔とあいさつで温かい人間関係を

築き，犯罪やいじめを未然に防ぐ，井

川町や井川中学校の様々な取組を英語

で紹介しました。                        

 

 

 

 

 

2 年生 暗唱 

A Message 

from  

the Sea Ice 

温暖化の影響で

アザラシの赤ち

ゃんが命の危機

にさらされてい

ることを英語で

訴えました。 



学年発表 

     

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

1 年生 劇「宿泊体験学習」 

５月に行われた宿泊体験学習の様子を

劇で表現。国際教養大での留学生との交流

やキンボール初体験，電車やバスでのおも

しろ失敗エピソードなど，台本作りから全

員が協力して取り組み，絆を深めました。 

２年生「被災地訪問学習」 

劇・ ク イズ ・ 実況 動画 な ど  

５月に宮城県気仙沼市で行っ

た被災地体験学習で学んだこと

や井川町の防災について，劇・

クイズ・動画など様々な方法で

紹介しました。  

また当日は玄関ホールに気仙

沼特産の海産物販売コーナーも

設けられ，ゆるキャラのホヤボ

ーヤも応援に駆けつけてくれま

した。  

 



        

 

     

 

 

         

 

 

 

 

 

３年生 オリジナル劇「Letter」 

「受験」「友情」「家族の大切さ」をテーマに，生

徒の手による自作劇を上演しました。練習を重ね

て３年生全員で最高の劇を創り上げました。「今，

何かでつまずいて落ち込んでいる人に勇気をあ

げられたらいいな」という想いで，一生懸命に演

じました。  



展示部門
展示部門はおもに二つの仕事を担当しました。

一つは玄関でお客様を迎える横断幕の制作。もう一つは各教科を始めとする作品展示です。

○横断幕は井中祭テーマの「Ｆｏｏｔｐｒｉｎｔｓ～思い出を心に刻め～」からイメージし

て図案を考え、ポスターともリンクするよう字体をそろえたり、オレンジを配したりして工

夫しました。担当の5人が協力して、丁寧に仕上げ、納得のいく作品になりました。

○教科作品展示は特別教室棟の廊下と食堂にたくさ

んのパネルを運んで並べ、理科、社会のレポートや

新聞、国語や英語の詩歌、家庭科の作品を展示しま

した。参観のお客様が見やすいようにバランスを考

えて展示しました。準備期間の前半～教科の作品が

出そろうのを待つ間～は玄関などの窓ふきにも取り

組み、校舎の環境整備にも一役買いました。



モザイク部門

モザイクアートのデザインは，井川中の全校生徒１２９名とぼくたちを支えてくれる先生方の集合

写真です。

全校生徒がそろって写真を撮ったこと，これまでぼくたちが成功させてきた多くの行事，そして井

中祭を思い出の１ページとして表現しました。

１枚の用紙に９００のマスがあり，その１マス 今年度，玄関で全校生徒や来校者を迎える

１マスに色が指定されています。指定された色を ために，日本の象徴であり，世界遺産にも登

丁寧に塗りつぶしていきました。 録された 「富士山」をモチーフとした作品

細かな作業でしたが，やりきったときの達成感 を制作しました。過去３年分の写真を基に制

はたまりませんでした。 作しています。



新聞部門
「中学生らしい主張」が難しかったと思いますが，自分たちの身近な話題の中から問題意識をもって

取材を行ったクラスの作品が高評価でした。また，自分たちで取材して書かれた記事には説得力があ

りました。

今年度は，２Ｂの鉛筆だけで丁寧に仕上げましたが，どのクラスもきれいに仕上がりました。

最優秀賞 ３Ｂ 優秀賞 ３Ａ

優秀賞 ２Ｂ ２Ａ 優良賞 １Ａ 優良賞



軽食部門
部門のモットー お客様を喜ばせ、井中祭を盛り上げよう！

軽食部門では、毎年新しいことに挑戦しています。 新発売 「井中パン」

今年は新メニューを登場させました。新発売の「井

中パン」は今年のイチオシ商品でした。白くてやわ

らかいパンに、井川中学校の校章が焼き印が押され

た井中祭オリジナルのパンです。

中味は濃厚なカスタードクリームとチョコの２つが

あり、用意した３１０個の井中パンは販売早々、完売

となる人気商品となりました。

食券デザイン☆コンテスト

応募作品の中から各１作品ずつ選び、食券のデザインと

して採用しました。前日祭でコンテストの表彰を行い、賞

品として食券を進呈しました。

みんなの力で…

昼食タイムの前半は大変混雑し、み

んな必死に働きました。他部門の３年

生や先生方も助っ人としてかけつけて

くれて、大変ありがたかったです。

行列が長くなり、待たせてしまった

かと思いますが、お客様に商品を正確

に、かつスピーディーに渡すことがで

きました。かなり疲れましたが、みん

なの力を結集して働く楽しさ、充実感

を味わえた一日となりました。


